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　神奈川県印刷工業組合、組合員の皆様方におかれまし

ては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。去る５

月 20 日に開催されました第 59 回通常総会におきまし

て、理事長職 3 期目に再任されました。この間、4 年間

にわたる理事長職在任中は、理事役員の皆様をはじめ組

合員の皆様方の多大なご支援ご協力の下、組合運営を行

う事が出来ました事、心より感謝申し上げます。又、こ

れからの任期（2 年）組合役員の皆様方には、ご負担を

お掛けするとは思いますが宜しくお願い致します。

　世界では欧州難民問題をはじめ数々のテロ事件や中国

経済の減速が伝えられ、世界経済のマイナス要因となっ

ております。一方日本においては、景気は緩やかな回復

過程にあるものの、8％への消費税増税後の内需低迷の

長期化、大手企業や政治家におけるコンプライアンス

問題等、日本経済に大きな影響が及んでおります。さ

て、我々印刷産業としての注目は、2015 年の電通発表

による総広告費は 6 兆 1710 億円（前年比 100.3％）と

プラス成長になったことでしょうか。媒体別では「マス

コミ四媒体広告費」（新聞・雑誌・テレビ・ラジオ）は

前年比 97.6％でしたが「インターネット広告費」（ス

マートフォン・動画・アドテクノロジー広告）は前年比

110.2％と広告全体をけん引する形となりました。すな

わち、形を変えた広告宣伝へと変化していると考えられ、

印刷ビジネスを広告物だけに限定する訳ではありません

が、広告ビジネスは伸びているという事です。このよう

な中、全印工連では「志あふれる印刷産業へ期待される

価値を求めて」をテーマに産業戦略デザイン事業として

「印刷産業 2025 計画提言書」を発信、組合員の方々に

印刷産業の事業範囲は既に印刷物製造の範囲を超え、お

客様の「伝えたい」や「思い」を適切なカタチに変える

情報コミュニケーション産業であると伝えています。一

方我々神奈川県印刷工業組合といたしましては全印工連

の考え方に基づいて今まで行ってきた事業の継承、「印

刷道」の普及、C S R 理念の戦略化、事業継続（ B C P ）

の根幹である危機管理対策等、委員会を通じてセミナー

の実行やホームページを通じた発信を行っていきます。

また、神奈川工組オリジナルである情報セキュリティ認

定制度（ P I S M ）や組合契約「産業医」制度＝産業医

による職場巡回面談を行っており組合員の方々に対しコ

ストパフォーマンスの良いサービスを提供しておりま

す。さらに、今後、問題になるであろう、有機溶剤取り

扱いや損害賠償保険制度の検討等、各委員会を通じ、皆

様にセミナーや研修会の案内を行いますので多数の組合

員の皆様の参加をお願いします。参加して頂く事こそ価

値に繋がる事であると確信しております。

　最後に今後とも皆様のご理解とご協力を切にお願い申

し上げますとともに組合員、社員、関係各位の皆様方の

益々のご繁栄をご祈念申し上げてご挨拶と致します。

■有限会社岩崎紙工所
　戦前に起業、昭和 28 年有限会社化。市内印刷会社を中心に抜きや製袋、荷札加工などを行う。

今 　号
の

表　紙

杉 山 昌 行

ご挨拶
神奈川県印刷工業組合　理事長
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　新年度活動方針について杉山理事長は「平成

26 年度工業統計の確報値をみると、印刷業は事

業所数、従業者数の減少が続いているが、1 社

あたりの売上高、1 人あたりの付加価値額は増

えている。今後、残っていけば企業として成立

する。2013 年にオックスフォード大学のマイ

ケル・オズボーン博士が発表した、今後 10 年

から 20 年の間に消えると予想される職業の中

に印刷関連業は入っていない。作業はデジタル

化しても、現実性や創造性はコンピュータに置

き代えることができない。各社が創造性を発揮

し、世の中から求め続けられるよう、組合のま

とまりを活かして互いに勉強していきたい。」と

　平成 28 年 5 月 20 日（金）ローズホテル横浜（横

浜市中区）において、当県工組第 59 回通常総

会が開催され、平成 28 年度事業計画および収

支予算案など諸議案を審議、新年度の事業方針

を打ち出した。

　能條常務理事の司会進行により開会、上原副

理事長の開会のことばに続いて、昨年度の物故

組合員に黙祷を捧げたあと、杉山理事長が挨拶

し組合活動の現況について述べた。続いて川上

前理事長を議長に選出し審議に入り、平成 27

年度事業報告、収支決算報告、また平成 28 年

度事業計画案および収支予算案が原案どおり承

認された。

第 59 回通常総会を開催
神奈川県印刷工業組合
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挨拶の中で強調、つづいて各委員会ごとに事業

計画が提案され、これらの事業推進のための予

算として、31,040,000 円原案どおり承認され

た。また賦課金徴収方法についても現行どおり

承認された。そして、任期満了に伴う役員改選

の件も承認された。ひきつづき、平成 28 年度

の組合印刷功労賞受賞者 3 氏が表彰され、杉山

理事長から表彰状の盾と記念品が贈られた。

湘北支部　株式会社連合社印刷　古木直人　殿

湘南支部　有限会社湘南グッド　小野　聡　殿

川崎支部　情報印刷株式会社　　山下利治　殿

　議事が終わり、上曽副理事長の閉会のことば

で総会を無事終了した。

　午後 6 時より 2 階のザ・グランドローズボー

ルルームにて懇親パーティーが開催された。ご

来賓、関連業界、報道の方々を交え約 150 名が

参加して賑々しく開宴となった。

　大川副理事長が開会のことばを述べたあと司

会を務め、まず杉山理事長が挨拶、つづいて神

奈川県産業労働局渡邉正義産業部長、神奈川県

中小企業団体中央会稲葉雅彦事務局長から祝辞

を賜ったあと、加藤元弥神奈川県議会議員のご

発声により乾杯、祝宴に入った。会場のあちこ

ちで歓談の輪が広がる中、盛り上がったところ

で、江森副理事長の閉会の辞でお開きとなった。
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平成 28・29 年度 神奈川県印刷工業組合
組 織 図

顧問・相談役・参与

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

支部長

支部長

支部長

支部長

支部長

支部長

支部長

会　長

三 役 会

常務理事会

総 務 組 織 委 員 会 森 泉 拓 二

森 島 雅 弘

山 本 有 司

森 下　　　治

松 井 俊 彦

中 矢 忠 雄

高 橋　里 司

池 田 文 威

望 月 幹 仁

古 木 直 人

中 島 正 彦

栗 木 良 和

石 澤　　勝

教 育 研 修 委 員 会

環 境 労 務 委 員 会

危 機 管 理 対 策 委 員 会

横 浜 中 央 支 部

横 浜 横 須 賀 支 部

横 浜 北 支 部

川 崎 支 部

湘 北 支 部

湘 南 支 部

小 田 原 支 部

神 奈 川 正 和 会

経営革新マーケティング委員会

理 事 会

総

　
　
　
　会

三役会・常務理事会の構成

〔三役会〕
理事長　　杉山　昌行
副理事長　江森　克治・大川　哲郎・
　　　　　能條　三夫
専務理事　上曽　朋広
特任常務理事　上原　健一
総務組織委員長　森泉　拓二

〔常務理事会〕
三役
委員長兼務常務理事
支部長兼務常務理事

全国印刷工業健康保険組合
郵便番号 104-8250  東京都中央区新川 1-5-13

URL http://www.insatukenpo.or.jp

Tel 03(3551)9301   Fax 03(3555)3089

明日への健康 安心の印刷けんぽ

印刷健保は、中小印刷産業に携わる被保険者とそのご家族の医療のセーフティー
ネットとして、また、皆さんの健康を守ることを第一に考え、健康づくり支援事
業に積極的に取り組んでいます。
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危機管理対策委員会担当

全日本印刷工業組合連合会（以下全印工連）　理事

関東甲信越静地区印刷協議会　副会長

神奈川県印刷関連産業協議会　会長

杉 山 昌 行

全印工連担当
財務管理担当
経営革新マーケティング委員会担当

江 森 克 治
環境労務委員会担当
教育研修委員会担当

大 川 哲 郎
渉外担当
総務組織委員会担当

能 條 三 夫

平成 28・29 年度　理事長　副理事長

理事長

副理事長副理事長 副理事長
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■教育研修委員長
山 本 有 司

■環境労務委員長
森 下 治

■総務組織委員長
森 泉 拓 二

■横浜中央支部
中 矢 忠 雄

■横浜横須賀支部
高 橋 里 司

■横浜北支部
池 田 文 威

■川崎支部
望 月 幹 仁

■湘北支部
古 木 直 人

■湘南支部
中 島 正 彦

■小田原支部
栗 木 良 和

支 部 長

■専務理事（筆頭常務理事）
上 曽 朋 広

■組織担当特任
上 原 健 一

三 役

■経営革新マーケティング委員長
森 島 雅 弘

委 員 長

■危機管理対策委員長
松 井 俊 彦

平成 28・29 年度　常務理事
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　平成 28 年６月 10 日（金曜日）午前 11 時より、県庁本庁舎３階大会議場において、平成 28 年度

神奈川県県民功労者表彰が実施され、当組合杉山理事長が黒岩祐治神奈川県知事より表彰を受けまし

た。

　この表彰は、公共の福祉に貢献し、その業績が特に優れた方々を広く顕彰することを目的とした県

の最高表彰のひとつで、今回で 69 回目となります。

　表彰されるのは、団体や地域の活動などを通じて社会福祉、保健衛生、産業・経済、教育・文化、

生活環境など各分野で長年にわたり活躍し、特に優れた業績をあげられた方々で、今回の受彰者は、

45 名（男性 34 名、女性 11 名）、分野別の内訳は、次の通りです。

社会福祉 12 名、保健衛生 14 名　産業・経済 13 名　教育・文化２名　生活環境４名

　杉山理事長は、「多年印刷業に携わるとともに、神奈川県印刷工業組合理事長等を歴任し組織の充

実強化と経営の安定化に優れた成果をあげるなど、産業の振興に尽くした」功績を顕彰されての受彰

となりました。

　多数の当組合員の方々より、貴重な浄財をお寄せいただきまして 665,964 円という多額の義援金を

まとめることができました。この義援金は当組合より一括して全印工連に送金させていただき、全印工

連が他県の義援金と集約して被災現地の組合に総額をお届けしたとのことです。

ご協力ありがとうございました。

熊本地震義援金募集報告

神奈川県印刷工業組合

杉山理事長　県民功労者表彰　受彰杉山理事長　県民功労者表彰　受彰

黒岩知事と杉山理事長
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～多くの仲間の力を結集し国政に中小印刷業界の主張を反映させよう！～
広報紙「全印政連」の定期購読の申し込みが参加の申し込みになります。

全日本印刷産業政治連盟（全印政連）とは
　　全日本印刷産業政治連盟（略称､ 全印政連）は、平成 11 年７月に中小印刷業界の振興と発展を図るべく、業

界の政策的課題を国政に反映させることを活動目的に発足しました。
　　当連盟の趣旨にご賛同いただける政治家、並びに関係団体に要望・陳情活動を行うとともに、研究会や講演会

等を開催し、政治的活動を展開しています。

なぜ全印政連が必要か
　　短期的な経営展望もなかなか見い出せない厳しい現下の経済環境にあって、個々の企業が抱える問題を中小印

刷業界全体の問題として捉え、力を結集し、強く国政に働きかけていくことが益々重要となっています。
　　そこで全印政連がその担い手として、中小印刷業界と国政をつなぐパイプ役となり、多くの問題や課題につい

て積極的に働きかけ、組織の力でそれら問題を解決します！
　　それは必ずや我々中小印刷業界の発展につながる結果をもたらすことでしょう。

どのような働きかけを行っているのか
　○減価償却制度について改善を図ること。
　○中小企業の事業承継の円滑化を図るため、相続税負担の軽減措置を講ずること。
　○交際費課税の定額控除額を引き上げるとともに、適用対象企業を資本金３億円までに拡大すること。
　○社会習慣上相当と認められる慶弔費および中小企業組合の組合員相互の連携・交流を図るための経費について

　は損金処理を認めること。
　○パートタイマーの雇用拡大と安定に資するため、所得税の非課税限度額を引き上げること。
　○印紙税の免税点を引き上げるとともに、100 万円以下の受領書等については課税区分を細分化すること。
　○国および地方公共団体等は、中小企業の官公需受注機会の増大を図るためにも、発注機関に対する官公需施策

　の周知徹底と「中小企業者に関する国等の契約の方針」の着実な実行をはかること。・・・などなど

詳しく活動内容を知るには
　　全印政連では、会員として活動に賛同して頂ける印刷産業および印刷関連業の有志の方々に、活動報告と情報

提供の場として年４回の定期発行物 “ 広報紙「全印政連」” を発刊しています。
　　広報紙「全印政連」には中小印刷業界と国政にまつわるタイムリーな話題が掲載されています。

どうしたら参加・協力できるのか
　「全印政連参加申込書」に必要事項を記入のうえ、ファクシミリにてお送り下さい。
　皆様の暖かいご理解と、ご支援ひとつひとつが大きな力となります。

　お申し込みをお待ちしています。

　【お問い合せ先】ＫＰＩＡ神奈川県印刷工業組合
　〒２２０－００１１　　神奈川県横浜市西区高島２丁目１０番２０号
　TEL : ０４５－４４１－４２２３( 代表 )　FAX : ０４５－４５３－２３８３
　担当事務局　萩原正敏　Mobile:  090-3507-3295　ququi@ezweb.ne.jp

全日本印刷産業政治連盟（全印政連）参加のご案内
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                                                             平成   年   月  日 

 

   全 印 政 連 参 加 申 込 書 

 

 

  全印政連へご参加頂くには、広報紙「全印政連」の定期購読のお申し込みが必要です。 

  下記申込書に必要事項をご記入のうえ、ファクシミリ・郵送・メールにて送り頂きますよう

お願い申し上げます。 

 

     （お願い） 

   １．お申し込みと同時に年間購読料のお振り込みを頂きますようお願い致します。 

   ２．お振込み手数料につきましては、各位ご負担願います。 

   ３．お振込みの場合、領収書は発行いたしませんので、予めご了承ください。 

     ４．広報紙「全印政連」は年４回の定期発行の予定です。 

 

     （振込先） 

                みずほ銀行 横浜東口支店 
口座名  神奈川県印刷工業組合 
口座番号 (当座)０１３０６０６ 

  

お申し込みは 

Ｍａｉｌ kanagawapia@nifty.com 

または、ＦＡＸ０４５－４５３－２３８３ まで 

 神奈川県印刷工業組合 宛 

    広報紙「全印政連」を購読します。 

・購読部数     部 ×１２,０００円（年間購読料） 
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　平成 28 年 7 月 8 日（金）、水の都である新潟

市ホテルオークラ新潟に於いて「未来へつなぐ印

刷道」をテーマとした、第 64 回関東甲信越静地

区印刷協議会年次大会が開催された。神奈川県工

組から杉山理事長、江森副理事長、森島・森下・

森泉・山本・松井各委員長、萩原事務局長総勢 8

名が出席した。関係 10 県工組から約 200 名が

参集し、課題を熱心に討議した。

　当日のタイムスケジュールは 13 時から全体

会議、14 時 10 分から理事長会・分科会、15 時

30 分から報告会、17 時から記念式典、18 時 15

分から懇親会となっていた。

　全体会議では歓迎の挨拶を新潟県印刷工業組合

理事長堀一氏がされ、「昨年の埼玉大会から引継

ぎまして新潟県工組が主管県として 64 回年次大

会を開催する事となりました。我が国の景気動向

は、アベノミクスによる景気回復も一部大企業で

は見られるものの地方の中小企業には景気回復が

実感できる状況にはありません。また、印刷業界

はスマートフォンや電子書籍などをはじめとする

各種デバイスツールの普及により、印刷物の市場

の縮小に直面しております。印刷業界の抱えてい

る課題や問題を解決すべく、その為には今まで以

上に関東甲信越静地区印刷協議会の組合活動の有

効性が課せられております。」と述べ、次に、全

日本印刷工業組合会長臼田真人氏が挨拶。引き続

き、全日本印刷工業組合連合会常務理事池田幸寛

氏が全印工連事業報告を行った。

　全体会議後の理事長会・分科会では以下の内容

に関し討議され報告会で報告された。

◎理事長会

①組織拡大増強および若手の投入について

②財政問題に関する賦課金のあり方ついて

③官公需に対する受注に関する取り組み状況につ

いて

◎経営革新マーケティング委員会

①経営イノベーション支援の推進について

 ・企業価値算定および企業価値向上のための研究

 ・事業継承の支援

 ・勝ち残り合宿ゼミの開催について

②マーケット創造（新市場創造）の推進について

 ・「共創ネットワーク通信」の運営・配信拡大と

機能強化

 ・各種セミナーの開催

③ソリューション・プロバイダーへのステップ

アップセミナー開催支援について

④「全印工連 2025 計画」の普及・啓発

◎環境労務委員会

①環境関連の各種認定・登録制度の普及・推進に

ついて

 ・GP（グリーンプリンティング）認定制度の普

及推進

 ・環境推進工場登録制度の普及推進

 ・環境マネジメントシステム（ISO14001 取得支

関東甲信越静地区印刷協議会

第 64回年次大会開催

主管　新潟県印刷工業組合
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援事業）の普及推進

②環境関連情報の収集・提供について

 ・環境関連法令の施行・改正情報の提供

 ・環境労務アンケート調査の実施

③労働関係法令の研究と対応

 ・労働関係法令の施行・改正情報の提供

 ・労働安全衛生情報（リスクアセスメント、スト

レスチェック等）の提供

④セミナーの企画・開催支援について

 ・環境セミナーの開催支援

 ・労務セミナーの企画・開催支援

⑤ VOC 警報器の普及拡大について

⑥「全印工連 2025 計画」の普及・啓発

◎組織共済委員会

①各工組組合員数異動状況について

②組合員台帳調査の実施について

③各種共済制度の加入状況について

④平成 29 年度政策要望について

⑤「全印工連 2025 計画」の普及・啓発

◎教育・研修委員会

①収益改善セミナーの企画・啓発について

②制度教育事業の再構築に向けた検討について

 ・印刷営業講座・印刷営業士認定試験の改訂

 ・印刷生産技術講座の見直し

③技能検定「製版職種（DTP 作業）」の普及啓発

について

④新教育システム（遠隔システム）の利活用の研

究について

⑤「全印工連 2025 計画」の普及・啓発

◎ CSR 推進委員会

① CSR の普及・啓発について

②全印工連 CSR 認定事業の推進について

③全印工連 CSR 認定制度の周知活動について

（CSR 情報誌「shin」の発行）

④クラウドバックアップサービス事業の推進につ

いて

⑤日本印刷個人情報保護体制認定制度（JPPS）

の普及・啓発について

⑥メディア・ユニバーサルデザイン（MUD）活

動の推進について

⑦「全印工連 2025 計画」の普及・啓発

◎官公需対策委員会

①官公需対策アンケートの調査結果について

②全国協議会の開催について

③各地の動向について

　報告会終了後 17 時より記念式典が行われ、開

会の辞・国歌斉唱・物故者に対する黙祷と続き、

印刷産業人綱領の唱和、清水地区協議会長の挨拶、

その後各県理事長が紹介され、式典の最後に次期

開催県として長野県が指名された。清水長野県印

刷工業組合理事長が次期開催県として挨拶し大会

旗を引き継いだ。

　記念式典終了後 18 時 15 分より懇親会となり、

堀新潟県理事長の歓迎のことば、泉田新潟県知事、

篠田新潟市長の来賓挨拶に続き、アトラクション

では新潟古町芸妓連による唄と踊りの芸によるお

もてなし。その後は鏡開き、乾杯と進み、和やか

に各県工組の交流が図られた。会場には約 50 種

もの日本酒が用意されており、洋風の料理までも

が日本酒との相性を考えて出されているようで

あった。20 時 15 分に星野新潟県副理事長の中

締めとなり盛会裡に終了した。
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訃
報

謹んでお悔やみ申し上げます。

小田原支部　　　藤尾　純二様　６８歳　平成２８年６月７日ご逝去　　㈲藤尾印刷所　社長

横浜横須賀支部　茂手木　弘様　６９歳　平成２８年７月２１日ご逝去　㈲茂手木印刷所前社長

組

合

員

の

動

き

平成28年7月21日現在　194社

加 入 横浜横須賀支部	　㈲有宏社　　代表取締役社長　野口　正二
　　　　　　　　　　　　　　〒 232-0006　横浜市南区南太田 4-6-3
　　　　　　　　　　　　　　TEL　045-741-6761
横浜横須賀支部	　横浜紙業㈱　代表取締役社長　近藤　健一
　　　　　　　　　　　　　　〒 231-0063　横浜市中区花咲町 2-81
　　　　　　　　　　　　　　TEL　045-231-5631

代表者変更 横浜横須賀支部　㈲茂手木印刷所　　茂手木　基利　代表取締役社長
川崎支部　　　　弘文堂印刷㈱　　　宮東　昭寛　代表取締役社長　

住 所 変 更 横浜横須賀支部　㈱伊東印刷所　　　TEL　046-822-0481
横浜横須賀支部　㈱アド・マインド　横須賀市根岸町 2-32-18 オギノビル 301
　　　　　　　　　　　　　　　　　（郵便番号・電話・FAX 変更無し）
横浜横須賀支部　エレクトロニクスプリント㈱　〒 249-0003　逗子市池子 2-1-9
川崎支部　　　　㈲クドウ印刷　　　川崎市幸区小倉２- ９- ８（住居表示変更）
横浜北支部　　　㈲プラネット・ワークス
　　　　　　　　〒 230-0076　横浜市鶴見区馬場 5-16-20　（電話・FAX 変更無し）
湘北支部　　　　㈲藤野印刷所
　　　　　　　　〒 243-0017　厚木市栄町 1-15-15　（電話・FAX 変更無し）

４月１４日　　三役会	 組合事務所　

４月１４日　　常務理事会	 組合事務所

４月１４日　　決算打合せ	 組合事務所

４月１８日　　決算監査	 組合事務所

４月２１日　　予決算理事会	 ヨコハマジャスト

５月１２日　　三役会	 組合事務所

５月２０日　　理事会	 ローズホテル横浜

５月２０日　　第５９回通常総会・懇親会	 ローズホテル横浜

６月１０日　　杉山理事長県民功労者表彰	 県庁本庁舎大会議場

７月 8･9 日　　関東甲信越静地区印刷協議会第 64回年次大会	 ホテルオークラ新潟

７月１４日　　三役会	 組合事務所　

７月２１日　　理事会	 ヨコハマプラザホテル

脱 退 横浜横須賀支部　㈲友信堂印刷
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ヨコのカギ 
１．○○手あまた－引っ張りだこ。
３．話の種
７．根も葉もない
９．既製服やファッション衣料のこと。
11．家族の者を余所にやって扶養家族を減らすこと。
13．１０の８乗
14．○○○的：ミステリアス
16．つかいみち。
17．「年頃の女の子は、○○が転ぶだけでおかしがる」
18．これが形骸化すると、多数決だけで何でも決まってしまいます。
21．大阪の人は○○と人情に厚い？
22．マイマイ目の陸生有肺類巻貝の一群の総称です。

　　　　　　の 7文字で、言葉を作ろう！

■応募方法締切

下記解答欄 7 マス及び社名、氏名、連絡先 TEL を記入の上、このページを 2016 年 8 月末日までに神奈川
県印刷工業組合  事務局へ FAX045-453-2383 にてお送り下さい。　（期日を過ぎると抽選対象外となります）
正解者の中から抽選で 10 名様に粗品を進呈いたします。当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて
頂きます。

頭の体操 ☆柔軟発想へ Go!!

解 答 欄 □ □ □ □ □ □ □
社　　　名

氏　　　名

連絡先 TEL

今回は
ノーヒントです。

タテのカギ 
１．タイのアユタヤ遺跡に横たわる涅槃仏の姿勢。
２．宝○○──ジャンボ、ロト、スクラッチ、ナンバーズ。
３．窮鼠猫を○○。
４．○○○○配線──コンセントが少ないから…。
５．高等動物の組織間隙を満たす体液。「淋巴」と書

きます。
６．「体に○○○」：健康に悪い、「気に○○○」：不愉

快に感じられる、「しゃくに○○○」：腹が立つ。
８．秋は夕暮れが早いという意。妖怪の名でもある。
10．雨。
12．「人生○○ありゃ苦もあるさ。」
14．「収入」の対。
15．「○○からキリまであります。」
16．psychology：○○○学。
17．○○○金：半端な小銭。
18．「○○肩上がりの急成長。」
19．○○運動：体操競技の種目の一つ。
20．○○教育：日本では９年間です。




